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ガット弦のお話 

前書き（そしていいわけ）前書き（そしていいわけ）前書き（そしていいわけ）前書き（そしていいわけ） 

ガット弦はチューニングが難しい、切

れやすい、高い、などのイメージがあり

ませんか？ 

現在普及している金属弦や合成素材

の弦がひろまったのはここ半世紀ぐらい

の事なのです。これらの弦は安価で扱い

やすく、また音が均質であるというメリ

ットがあります。これらのポイントの裏

返しがガット弦の欠点と言えるでしょう。

それでも多くの人がガット弦を使いたい

と思うのはなぜでしょう？音の豊かな陰

影、自然な発音、弓へのレスポンスなど、

ガット弦の魅力は多々あります。また取

り扱いもちゃんと知識を持ち、それなり

に扱ってやれば決して難しいものではあ

りません。そのちょっとした配慮は、ガ

ット弦を使うことによる楽しみの大きさ

に比べればとても小さな代償のように思

います。 

ガット弦を楽しむための基礎知識は

楽器店で聞いてもわからないことが多い

ようです。まして、身近に詳しい人がい

ない場合は扱い方がわからず、結果とし

て楽器にあわない弦を使ったり必要な手

入れをしていなかったりするために、冒

頭に述べた「ガット弦の取り扱いにくさ」

として欠点だけが目立っているように思

います。このガット弦の「高価で扱いに

くい」というイメージを少しでも変えて、

ガット弦を楽しむお手伝いになればと思

ってこの拙文をまとめました。 

筆者はプロの演奏家でも研究者でも

なく、ガット弦そのものを扱い始めてか

らも長い経験があるわけではありません。

でも過去の仕事を通じてさまざまなジャ

ンルの世界のトップアーティストと接す

る機会を持つ事ができ、音楽家にとって

の楽器、楽器にとっての付属品の大事さ、

なにがポイントなのかなどを学んでくる

ことができたように思います。今回ガッ

ト弦を扱うにあたり、第一線で活躍して

いるアーティストや教育者の皆様からの

アドバイスをいただき短期間ではありま

すがとても勉強させていただきました。

決して十分とは思っていませんが、はじ

めてガット弦を使ってみたいという方た

ちのご質問に日々に接するにつけ一日も

早く参考資料を提供したいと思ってまと

めたしだいです。間違いや訂正などにつ

いては是非アドバイスいただきたいので、

よろしくお願いいたします。 

野村成人 

（有）コースタルトレーディング 

http://coastaltrading.biz/ 
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弦を張った楽器はどうやって作られ

たのでしょう？見てきた人がいるわけで
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弓の弦をはじいてまじ

ないとする儀式は洋の東西を問わずにあ

ったようです。それが儀式の

声による詠唱の伴奏となり、楽器として

発展してきたのではないかと想像いたし

ます。弓の弦には強度の点から

が使われました。それぞれの

..................................... - 1 - 

................................. - 2 - 

................................................... - 3 - 

..................................... - 3 - 

............................................... - 3 - 

................................................ - 4 - 

................................................... - 4 - 

............................................... - 4 - 

................................. - 5 - 

................................. - 6 - 

......................................... - 6 - 

............................................... - 6 - 

.......................................................... - 7 - 

............................................................. - 7 - 

........................................... - 7 - 

................................... - 7 - 

.................................................. - 8 - 

............................................................. - 8 - 

............................................ - 8 - 

................................................... - 8 - 

........................................ - 9 - 

ったようです。それが儀式の中の人間の

となり、楽器として

かと想像いたし

強度の点から絹や羊腸

それぞれの地域での入



- 3 - 
 

手のしやすさから東洋では絹、西洋では

羊腸が普及してきたことと思われます。 

西洋ではゴシック、ルネッサンス、バ

ロックと時代が下るにつれて音楽も発達

し、使われる音域が拡がっていきました。

弦楽器もそれにあわせて音域を拡げてい

きます。低音を演奏するためには太い弦

を作る必要があり、ガットをよりあわせ

ただけでは弦そのものの太さがあまりに

も太くなって演奏性を著しく損ねるので

さまざまな工夫がなされました。 

弦は中世には演奏者が自作すること

が多かったようですが、ルネッサンスの

頃から各地に弦作りの専門の職人／メー

カーが現れて優秀さを競い、技術開発競

争も盛んになりました。 

1-1. 重金属塩 

低音弦のために、重金属塩の溶液に浸

してガットそのものの比重を重くする方

法が用いられたこともありました。昔の

絵などで、特に赤黒い色の弦を張ってい

るように描かれているのはこのタイプの

弦が使われていた可能性があります。 

1-2. ヴェニスカトリン 

拗り合わせて作ったガット弦を、さら

に数本ロープ状に編む、ヴェニス・カト

リン（キャットライン）という作り方も

ありました。再現しているメーカーもあ

ります。同じ太さの通常の作り方に比べ

るとよりしなやかなのでプレーンガット

よりも少し太めの弦を張ることができま

す。高音域の倍音が増します。お使いの

楽器の特性や演奏したい音楽ジャンルに

よって向き不向きがあると思います。個

人的な意見ですが、どちらかと言うとお

となしめの楽器や、ルネッサンスから初

期バロック期の音楽などに向くような気

がいたします。 

1-3. 巻線の発明 

さらに時代が下ると羊腸の上に金属

を巻き付けて比重を重くする、現代につ

ながる巻線の手法が開発されました。金

属を巻くことによって、極端に太くせず

に適度なテンションで低い音が出せるよ

うになったわけです。ヴィオラ・ダ・ガ

ンバに７弦目が付け加えられたのは、こ

の技術のおかげで現実的に演奏可能な太

さの低音弦（Ａ弦）が作られたことと直

接関連しています。昔は電気がなかった

のでメッキやアルミは使えませんでした。 

プレーンな（なにも巻いていない）ガ

ット弦と、金属を巻いた弦とでは太さ、

テンション（張力）、音色なども違って

くるので、中間弦では金属の巻き方をわ

ざと間をあけるような手法も使われまし

た。（オープンワウンドと呼ばれます） 
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1-4. 新素材： 金属弦、ナイロン弦 

２０世紀の初頭までは弦と言えばガ

ット弦のことを意味しました。それ以前

も金属弦はありましたが一般的ではあり

ませんでした。２０世紀の中頃から金属

弦と、合成素材の弦が普及し、楽器の構

造や調整の対応とともにより大きな音を

出す方向にマッチしてガット弦を駆逐し

て今日に至っています。 

ですから、マーラー、ストラヴィンス

キー、バルトーク等の時代もガットしか

なく、作曲家も当然その響きを想定して

いたわけですね。 

また、大きな音を出すことが音楽／楽

器の全てではありません。音の陰影、ダ

イナミクス、音程感、発音のよさといっ

た豊かな表現の可能性でガット弦の良さ

が改めて見直されています。 

 

２．２．２．２．    楽器との関係楽器との関係楽器との関係楽器との関係、弦の太さ、弦の太さ、弦の太さ、弦の太さを選ぶを選ぶを選ぶを選ぶ 

私がガット弦を取り扱うようになっ

て、しばしばお客様からいただく質問は

「ゲージ（弦の太さ）は何を選んだらい

いですか？」というお尋ねです。これは

簡単にはお答えしにくいご質問なのです。

結論を先に申し上げますと「試行錯誤」

しかないように思います。 

前節でも触れましたが、音楽が変わる

に連れて使われる楽器や弦も変わってき

ました。「ストラディバリが作られたと

きには今の状態よりも弦長は短く、胴と

ネックとの角度も小さかった（現在まで

の間に改造されてきている）」というの

はよく知られていますが、その改造を経

て、より高いテンション（張力）に耐え、

より大きく、澄んだ通る音の出る楽器に

生まれ変わってきたわけです。それが全

て改“良”だったわけではなく、失われ

たものも大きかったという認識が大切で

しょう。 

2-1. 楽器の大きさ（有効弦長の長さ）と弦の太さとの関係 

弦が実際に弓でこすられて振動する

部分（ナットからブリッジまで）を有効

弦長と呼びましょう（楽器全体の大きさ

が同じでも、この長さは違うことがあり

ます）。有効弦長が違う二本の楽器に、

同じ太さの弦を同じピッチ（音高）にチ

ューニングした場合、有効弦長が長い方

の楽器はより強く弦を張る（＝より高い

テンション）ことになりますね。これを

同じぐらいのテンションにしたい場合は、

少し細い弦を使ってやればよいのです。

たとえば、反対にあなたの楽器が一般の

楽器よりも小さめでもう少し張りがほし

いという場合などは、少し太めの弦を使

うと改善されるかもしれません。 
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2-2. チューニング・ピッチと弦の太さとの関係 

この楽器の大きさとテンションの関

係に、もう一つ大きな要素、チューニン

グ・ピッチがあります。ご存じのように、

現代の通常のチューニングはＡ＝４４０

Ｈｚ（コンサートには４４２～４４３が

使われることも多くなっています）であ

る一方、いわゆるバロック音楽などでは

Ａ＝４１５Ｈｚが頻繁に使われます。こ

の違いはちょうど半音階分の違いです。

（歴史的にはもっと違う音が標準に使わ

れた時代や国も多くあります） 

●質問１：同じ楽器で同じ弦を張った時、

基準ピッチを半音下げると張力はどうな

りますか？ 

そう、ピッチはずいぶんゆるくなります

ね。もとのピッチのときに楽器にちょう

ど合うように調整されていたとすると、

半音下がるとテンションはゆるく、張り

のない音になるでしょう。 

●質問２：ではその逆に、ベストの状態

からさらにピッチを半音上げたら？ 

テンションがきつくなり弦と楽器に無理

な力がかかります。金属やモダンな合成

素材の弦の場合は弦に耐久性があり、よ

り大きな力の負担が楽器にかかってしま

うかもしれません。ガット弦の場合は弦

にかかる負荷がより大きく、いつまでた

ってもピッチが安定しない、最初の明る

い音がすぐに死んでしまう、切れやすい

などの症状が現れる可能性があります。 

要するに、あなたのお使いの楽器にど

んなゲージの弦が合うかは、その楽器の

大きさ、設計、ブリッジの調整の仕方、

普段どのピッチで演奏されるか、あなた

の指の訓練の度合いなどなど、あまりに

も多くの要素がありすぎて一つの要素だ

けでは結論が出せません。簡単に言うと、

ご自分で試行錯誤してみるしかない、と

いうことです。ゲージを選べるように多

くのサイズが提供されている場合はまず

はそのメーカーの推奨する標準の太さを

試してみるというのが無難な選択かもし

れません。私のお取り扱いも、この観点

から「Ｍｅｄｉｕｍ」「Ｈｅａｖｙ」な

どのセットは目安としてご呈示していま

すが、基本はさまざまな太さから選んで

お使いいただきたいと思っています。 

低めのピッチ、または小さめの楽器の

場合はワンサイズ太めの弦を試してみて

もよいでしょう。逆に高めのピッチ、ま

たは大きめの楽器の場合は細めの弦のほ

うが合う可能性があります。最初からぴ

ったり、とはいかないかもしれませんが、

ゲージを変えながら演奏性や音の変化を

検証するのも楽器の楽しみではないでし

ょうか。 

  



 

３．３．３．３．    ガット弦の種類と選択ガット弦の種類と選択ガット弦の種類と選択ガット弦の種類と選択

3-1. 牛か羊か  

ガット弦の素材には大きく２種類。牛

（オックス）と羊（シープ、ラム

トーネ）があるのをご存じでしたか？私

が扱っているメーカーは両方作っている

のですが、日本へのご紹介は羊に絞りま

した。牛のほうが少しだけ値段

ですが、羊のほうがよりしなやかで、

本の皆様に新しい弦としての選択肢とし

てご紹介するにはこちらの方が良い

断した為です（もちろんお好みの問題で、

牛のほうが良いという方もいらっしゃる

でしょう）。値段の問題は

を省くことで少しでも安くしました

ーカーによっては何を使っているか公表

していないところもあります。外見でも

3-2. 表面仕上げの種類：

さらに、最後の仕上げによっても

があります。弦の形ができあがった最後

に、ヴァーニッシュ（コーティング

呼ばれる処理をするかどうかです。まっ

たくヴァーニッシュをかけていないもの

を「ナチュラル」仕上げの

ます。ナチュラルガットは湿気や汗

響を受けやすいので手入れが必要

4-2)ですが、弓で演奏する擦弦楽器

音と弾き心地にこだわるナチュラルガッ

トのフアンも多くいらっしゃいます

た、ナチュラルガットでこそガット弦本

来の手触りや扱いを学ぶことができると

も言われます。 
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ガット弦の種類と選択ガット弦の種類と選択ガット弦の種類と選択ガット弦の種類と選択 

大きく２種類。牛

（オックス）と羊（シープ、ラム、モン

）があるのをご存じでしたか？私

が扱っているメーカーは両方作っている

ですが、日本へのご紹介は羊に絞りま

した。牛のほうが少しだけ値段は安いの

がよりしなやかで、日

本の皆様に新しい弦としての選択肢とし

てご紹介するにはこちらの方が良いと判

もちろんお好みの問題で、

牛のほうが良いという方もいらっしゃる

の問題は、流通コスト

ことで少しでも安くしました。メ

ーカーによっては何を使っているか公表

ていないところもあります。外見でも

多少判断がつきますが、牛は比較的

白、透明で固いのに比べて、羊は飴色、

金色がかっていてしなやか

ます。これらの要素は素材だけの違いで

はなく、製法の影響も受けますので見分

けには慣れが必要かもしれません。

（公平を期するために申し上げておきま

すと「牛と羊の違いは実際にはわからな

い」という人／メーカーも居ます。）

技術的には、弦の素材

の質、年齢、処理（余分な脂肪分などを

とりさる、太さをあわせる、漂白する、

乾燥させる、などのそれぞれの工程

やり方などによって品質に

出てきます。 

表面仕上げの種類： ナチュラルかヴァーニッシュか 

さらに、最後の仕上げによっても違い

。弦の形ができあがった最後

コーティング）と

呼ばれる処理をするかどうかです。まっ

たくヴァーニッシュをかけていないもの

仕上げのガットと呼び

は湿気や汗の影

手入れが必要(後述

弓で演奏する擦弦楽器の場合

るナチュラルガッ

トのフアンも多くいらっしゃいます。ま

た、ナチュラルガットでこそガット弦本

来の手触りや扱いを学ぶことができると

簡単にまとめると以下の

ます。 

●ナチュラル弦：弓へのかかりがよく、

明るい音。 

●ヴァーニッシュ弦：耐久性があり、手

入れが楽。 

私はメーカーと相談の結果、日本

にはヴァーニッシュを一回だ

のを標準仕様としました（

ットも限定及び別注でお取り

ます）。さらにヴァーニッシュを二回、

三回とかけた仕様もできるのですが、こ

れらは特にギターやリュートなどの撥弦

楽器に向くようです。これまでの短い経

多少判断がつきますが、牛は比較的無色、

固いのに比べて、羊は飴色、

しなやかなように思い

素材だけの違いで

製法の影響も受けますので見分

けには慣れが必要かもしれません。 

（公平を期するために申し上げておきま

すと「牛と羊の違いは実際にはわからな

い」という人／メーカーも居ます。） 

技術的には、弦の素材になる元の動物

処理（余分な脂肪分などを

、太さをあわせる、漂白する、

乾燥させる、などのそれぞれの工程）の

によって品質に大きな違いが

簡単にまとめると以下の特徴があり

●ナチュラル弦：弓へのかかりがよく、

●ヴァーニッシュ弦：耐久性があり、手

私はメーカーと相談の結果、日本向け

にはヴァーニッシュを一回だけかけたも

のを標準仕様としました（ナチュラルガ

お取り扱いしてい

さらにヴァーニッシュを二回、

三回とかけた仕様もできるのですが、こ

ギターやリュートなどの撥弦

これまでの短い経
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験の中では、ガンバ族の演奏者はおおむ

ねヴァーニッシュタイプ。バイオリン、

ビオラ、チェロ系の皆さんにはナチュラ

ルにこだわる方も多くいらっしゃるよう

に感じました。 

3-4. 巻線の種類 銀かメッキか 

芯線はガットであっても、低音の巻弦

では巻き付ける金属によっていくつかの

種類があります。銀線、銀メッキ線、銅、

アルミなどが使われています。バロック

時代にはアルミやメッキはありませんか

ら銀巻線が本来の伝統的な素材ですが、

価格が高くなります。音も違いますので、

楽器や好みにあわせて選ぶ必要があるで

しょう。一般的に銀巻は上品だが暗い、

アルミ巻は明るいが下品(失礼！元気が良

い？)と言う方もいらっしゃいます。 

4. ガット弦の取り扱いと手入れガット弦の取り扱いと手入れガット弦の取り扱いと手入れガット弦の取り扱いと手入れ 

4-1. 日常の取り扱い 

下記のお手入れを心がけましょう。 

●演奏の後には汗などの汚れは拭き取る 

●弦についた松脂は拭き取る 

●ナチュラルガットの場合は次項のよう

にときどきオイルを塗る。 

●毛羽立ち（ひげ）は切り取る 

言うまでもないこととは思いますが、

弦を取り扱う場合は急角度で折り曲げた

り、ねじれたまま引っ張って折り目を付

けたりしないように気をつけましょう。 

 

4-2.  ナチュラルガットの手入れ／オイル塗布 

ナチュラルガットを選ばれる際には、

楽器に装着してから時々オイルを塗って

やる必要があります。ＴＯＲＯ社からの

コメント：「オイルを塗る場合はアーモ

ンドオイルやエキストラバージンオリー

ブオイルなどの軽めの種子性の油をお奨

めします。過乾燥を防ぐだけでなくこれ

らのｐＨ値がガットに適しているので劣

化を予防するからです」 

弓の毛があたる部分（松脂がつく部分）

には塗らない。また、このナチュラルガ

ットの場合、楽器に取り付ける前１０日

間ほどオリーブオイル漬けにした後、丁

寧に拭き取って乾かしてからつけると言

う方もいます。こういった手入れが必要

なことを知らずに使っていると、毛羽立

ちやすく、切れやすいという、いわゆる

ガット弦の弱点が出やすくなります。 

ヴァーニッシュをかけたものは表面

が保護されているのでこういった手入れ

はほとんど不要です。乾湿の変化の激し

い日本で上記の問題の出にくい１ｘヴァ

ーニッシュを標準仕様として提供してい

るしだいです。 
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4-3. 弦端の処理 

もしお使いの弦が長すぎたり、古い弦

をガンバやリュートなどのフレット用に

使うために端を切る必要が出てきたりし

た場合は、切ったあとの端をライターな

どの火で少しあぶってください。溶けて

小さな固まりになるので、よじりあわせ

た繊維がほぐれにく

くなります（電気ご

てを熱して押し当て

てもきれいに処理で

きます。 

4-4. 毛羽立ち（ヒゲ）の処理 

どちらの場合でも毛羽立ちのように

ひげが出てきた場合にはそこからほぐれ

るので決してそのひげを引っ張らないよ

うに。よく切れる爪切りやはさみなどで、

ひげの根本から切りとります。 

4-5. 金属弦からガット弦への付け換え 

金属弦からガット弦に換える場合は、

通常は弦の太さが大きくなるので、ブリ

ッジとナット（上駒）の弦溝の太さを弦

にあわせる必要があります。普通は金属

弦のほうがだいぶ細いはずですので、弦

溝を太くしてやります。弦の太さに近い

極細の丸ヤスリがあればベストです。精

密加工用具として「ラット・テール」な

どの名称で取り扱っている場合がありま

す。それが入手できない場合は、目立て

やすりなどの細いエッジで代用します。 

弦溝の深さと幅は、弦が半分埋まるぐ

らいを目安とされるとよいでしょう。溝

は弦がスムーズに

動く必要がありま

すので、ざらざらに

ならないように。滑

りやすいように柔

らかい鉛筆の芯などをこすりつけておき

ます。 

また、普通は金属弦よりもガット弦の

ほうが振幅は大きいので、弦高も少し高

くしたほうがよいかもしれません。これ

はブリッジの新調が必要になるので専門

の技術者に相談したほうが良いでしょう。

 

4-6. テールピースへの装着のしかた 

なにを今更、という方も多いかと思い

ますが、初めてガット弦を使う方からは

このお問い合わせをしばしばいただきま

すので。 

ガット弦の場合アジャスター（ファイ

ンチューナー。ピッチの微調整用のネジ）

は使いません。できれば取り去る。組み

込み式テールピースの場合はテールピー

スごと取り替える。 

ガット弦のテールピースへの取り付

けは一般に下記２種類の方法があります。

後者（ループ式）の場合、ほんの少し弦
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を下（楽器のがわ）に引っ張るのでブリ

ッジのところで少し角度がついてテンシ

ョンをあげる方向かと思います。また、

ブリッジからテールピースまでの弦の振

動する長さも少し変わるので、音に影響

があるという方も居ます。 

また、弦の両端で太さが違う（ほとんど

わからないぐらいの差かとは思いますが）

場合は、細いほうをテールピース側にし

ます（ハイポジションになったときに細

いほうを使うように）。

4-6-1. 結び目を作って抜けなくする 

テールピースの

孔に弦を通してから

テールピースの裏側

で弦に大きめの結び

目を作ってひっかけ

る方法です。 

穴から抜けない程度に大きめのしっ

かりした結び目ができれば、特に結び方

にこだわりません。写真は一例で、八の

字結びといわれるやり方です。これで両

端を引っ張ると普通の固結びより少し大

きな結び目になります。 

4-6-2. ループを作って通す 

もう一つは、同様に穴に弦を通してから、

その弦の、テールピースの穴から出てネ

ック側に伸びているもう片方の端に巻き

付けて(ループを作って)締める方法です。

最後は２～３度巻き付けてから長い方

（ネックの方に伸びている方）を引っ張

って引き締めてやればしっかりと止まり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

補遺補遺補遺補遺 

この拙文は「ガット弦の扱い」という即

物的な観点からまとめました。もっと音

楽的なこと、奏法のことなども含めてお

知りになりたい場合は、チェリストの鈴

木秀美さんが書かれた「古楽器よさら

ば！」（音楽之友社刊）を読まれること

をお奨めします。残念ながら現在（２０

０７年６月）絶版になっていて通常の販

路では手に入りません。私はネットの古

書通販で入手しました。 
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＊「古楽器よさらば」は出版社で重版の

計画があるような噂も聞きました。もし

そうなれば、新しい読者には朗報ですね。 

 
この拙稿をまとめるにあたっては下

記の皆様から多大なアドバイスやご示唆

をいただきました。貴重なアドバイスを

十分に取り入れられたとは申せませんし、

私の不才による間違いなども多々あるか

と思います。そういった部分は全て私の

文責です。 

下記の皆様には、巻末ではありますが謹

んで御礼申し上げます。引き続きの皆様

のご指導ご鞭撻をお願いいたします。ま

たここにあげなかった方々からもそれぞ

れのお立場でとても示唆に富んだコメン

トやお問い合わせなどもいただきました。

あわせて御礼申し上げます。 
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